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日本では、2012年から開始されたFIT制度の下で太陽光発電が急速に拡大していますが、導入が進んだことで様々な課題が
顕在化しています。本事業では、2020年に改訂した太陽光発電開発戦略2020の下、そうした課題を解消し、太陽光発電の
さらなる導入量の拡大へ向けて研究開発を実施しています。
例えば、地上や住宅屋根などで太陽光発電システムの設置に適した好条件な場所が減少している中、太陽光発電システムの
導入が進んでいなかった新市場（重量制約の有る屋根、建物壁面・窓、車など）での設置を広げるための太陽電池モジュール・
システム技術開発を実施しています。
さらに、太陽光発電設備の長期安定電源化の課題解決に向け、傾斜地、水上、営農といった設置が進みつつある領域での
自然災害等からの安全確保のための設計・施工に関するガイドライン策定や、小規模な事業用太陽光発電設備の適切な
メンテナンスの確保や再投資を促すために必要となる信頼性評価・回復に係る技術開発、今後、急増が予想されている
太陽光発電モジュールの廃棄に対する低コストなリサイクル技術開発等を行います。
加えて、これらの技術を支える共通基盤技術（新型電池の測定評価法や日射量予測の高度化）の開発やも実施します。

太陽光発電主力電源化推進技術開発
太陽光発電の更なる導入拡大へ向けてモジュール・システム技術の開発、
安全性・信頼性を確保する技術やモジュールのリサイクル技術、共通基盤技術の開発を実施

2050年時点において、太陽光発電の導入量拡大が見込める分野として、①重量制約のある屋根、②建物壁面、③移動体
（車載）の3分野について、各々の市場の特性に応じた技術開発を行うことで、太陽光発電の導入量の拡大に貢献します。
また、適地拡大の一層の推進と既存の太陽電池からの置き換えを想定した多接合型等の太陽電池の開発を行います。

【開発事例】新市場向け次世代型太陽電池の開発
従来の技術では太陽光発電の導入が難しかった設置場所に向け、発電効率の向上、軽量化、
曲面追従、低コスト化等の技術開発を行い、導入量の最大化を図ります。


